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 山中 浩司 
 遠藤 知子 
論文審査の結果の要旨 
本論文は家族介護者およびその支援に関する研究であるが、本論文は家族介護者支援とは「家族であることを支え
る」支援という、従来の研究にないユニークな視点で展開されている点に特徴がある。つまり福祉国家による脱家族
化が進んでも家族介護者には「共に在る存在としての高齢者（家族）」を失うという苦悩が存在することを、介護の
脱家族化が最も進んだ国とされるスウェーデンの家族介護者支援をとりあげ、的確なインタビュー調査とその結果分
析に基づき論証している。 
本論文は当該分野の先行研究を整理分析する中で、家族介護者に関する研究には「介護負担」に焦点を当てた内容
が多いことを指摘する。近年、家族介護には負担という否定的（negative）側面だけでなく、肯定的(positive)側面も含
め、多様な側面を指摘する研究が始まってはいるものの、家族介護が両価的な意味を持って経験されていること、家
族介護者が個別のコンテクストの中で介護行為への意味づけを行っていること、家族介護者の心理的状況は被介護者
の変化によって変わることなど、家族介護者の置かれている状況は複雑な様相を呈していることに注目した研究は少
なく、さらなる質的研究が必要であるとし、申請者はこの問題意識のもとで丁寧な質的調査を行っている。 
認知症高齢者の家族介護者を対象としたインタビュー調査（スウェーデン10ケース、日本8ケース）を行い、その結
果分析では、介護過程においては「負担としての高齢者」との関わりが否定的に経験されていた。そしてその介護を
他者(介護サービス)に委ねていく過程において、「負担としての高齢者」との関わりの中で生起する困難経験の多く
が軽減され、解消されていくが、その一方で、特に以前の高齢者本人との関係を肯定的に捉える家族介護者にとって
は、高齢者本人の認知機能の低下により生ずる、共に過ごした時間を忘れていく状況や、これから共有できるはずだ
った時間の喪失といった「共に在る存在としての高齢者」の喪失がむしろ大きな困難として経験されていることが明
らかとなった。スウェーデンと日本の比較においては、介護システム等の違いによる相違点が見出されるのは当然で
あるが、本調査の学術的貢献は、両国の家族介護者にみられる、制度の差を超えた共通の現象として「共に在る存在
としての高齢者」の喪失という感情の経験を実際の調査を通じて明らかにした点にある。 
さらに本論文ではこの分析を踏まえ、「家族であることを支える」支援として家族支援をとらえ、スウェーデンと
日本における認知症高齢者の家族介護者を支援する人たちを対象に、支援システムと支援の視点についてインタビュ
ー調査を行い、その結果を比較分析している。スウェーデンでは、介護システムの中に家族介護者支援を行う専門職
員が存在し、他の専門職や関連機関と連携しながら家族介護者の支援が展開され、介護サービス提供に「家族視点」(＝
Anhörigperspektiv)、つまり同居家族への配慮を盛り込むことの重要性が浸透しつつある。一方、日本では、介護支援
専門員（ケアマネジャー）は制度上、家族介護者を支援の提供に限界を持つため、家族会といった当事者組織やイン
フォーマルな支援組織が存在し、スウェーデンの家族介護支援員と同様の役割を担っているが地域差がある。 
急速に増加する介護サービス需要とそれに追いつかない供給の乖離を埋めるものとしての家族介護を奨励し、その
担い手としての家族を支援するという、再家族化のプロセスにみられる家族支援ではなく、「家族であることを支え
る」という家族支援の新たな理念を明示した点で、社会福祉学の介護研究領域における本論文の学術的貢献は大きく、
また日本の高齢者介護政策にも重要な示唆を与えるものである。また本研究は認知症高齢者の家族介護というプライ
ベートな領域に深く踏み込んだ調査を行っているが、スウェーデン語の運用能力、学部生時代から続けてきた介護職
員としての現場経験、社会福祉士、介護福祉士といった専門職としての見識が、このオリジナリティの高い調査の実
施を可能にしたといえる。以上の理由から、本論文は、博士（人間科学）の学位授与にふさわしいと判断された。 
